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はじめに
　現在の伊賀市の水道事業は、平成20年３月に策定した「伊賀市水道事業基本計画（地域水道ビジョ

ン）」に基づいて経営や施設整備を行っています。そしてこの間、平成16年11月の合併時点で３

つの上水道、15の簡易水道を運営していた伊賀市水道事業の一元化に取り組んできました。

　また、合併前の自治体の要請で平成11年１月に着手された、川上ダム利水を前提とする三重県

企業庁による伊賀水道用水供給事業の進捗により、平成21年４月から上野支所、島ヶ原支所管内

への水道水の供給を開始、翌平成22年４月には三重県企業庁からゆめが丘浄水場をはじめとする

基幹的施設の有償譲渡を受けるとともに、青山支所管内へも供給区域を拡大しました。こうして、

伊賀市水道事業が取水から各家庭、工場等へ水道水をお届けする一貫した体制が整い、さらに同

年10月には市内水道料金の統一を図ったところです。また、この間水道業務の一部について民間

事業者の管理能力を生かすため業務を外部委託するなど、事業の効率化にも取り組んでまいりま

した。

　しかし、合併後の給水人口の減少傾向や、急速に老朽化を迎える水道施設の更新需要の増大、東

日本大震災や熊本地震などを教訓とした南海トラフの地震への備えなど、水道事業経営を取り巻

く状況は厳しさを増してきたため、長期的な視野にたって水道事業基本計画を見直す必要が生じ

ました。

　そのため、川上ダム利水と暫定取水、地域水源のあり方、水道経営の見通しについて検討を行い、

伊賀水道用水供給事業において整備された最も新しい「ゆめが丘浄水場（施設能力の６割の稼動

に止まっている）」と、そこから延伸され各支所管内まで整備されている「耐震性を有する送水管路」

を最大限活用することによって、災害にも強靭で安定した水道の供給、水質など安全管理が行き

届いた水道、出来るだけ薬品量を軽減した美味しい水道の供給、さらに現状の水道料金を長期に

わたって維持できる水道事業を目指して計画を策定したところです。

　この度の伊賀市水道事業基本計画（水道事業ビジョン）では、15年間にわたる長期の計画を前

期期間、中期期間、後期期間という段階を経ながら、基本理念である“「安心・安定」と「信頼」

を未来につなげる伊賀の水道”の実現に向け取り組んでまいります。

　そして、この計画を確実に進めることで、伊賀市と伊賀市民の生活や、商工業者・企業の皆さ

んの活動を支える水道事業を目指してまいります。

　最後になりましたが、今回の計画策定にあたり、パブリックコメントや市民説明会で貴重なご

意見・ご提言をいただきました多くの皆様と策定委員の皆様に心から感謝申し上げます。

　　　2017（平成29）年3月

伊賀市水道事業管理者　北山　太加視
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